
美作の歴史を楽しく学ぶ
　　　　　　歴史冊子を制作！

私たちの美作を紡ぐもの
～１３００年の経

たて
と緯
よこ
～

津山郷土博物館  尾島 治 館長

今月の表紙の人美作圏域10市町村広報紙で
　　　　　　　合同記事を掲載

さあ、でかけよう！美作国へ
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美作国のできごと

　和銅６年（713年）４月３日、備前国から北部６郡（英
多・勝田・苫田・久米・大庭・真島）が割かれ、美作は国
として、そして言葉として誕生しました。それ以前、統一
的な地域としての名称があったのかどうかは分かりません。
しかし、この時、わたしたちが住むこの地は、名実ともに
｢美作」となりました。今から1300年前、わたしたちの
大先輩はその一歩を踏み出し、美作の歴史を歩み始めたの
です。現在まで続く美作が培ってきたものについて、津山
郷土博物館の尾島治館長に話を伺いました。

天保国絵図は、天保６年（1835年)に江戸幕府か
らその作成が命じられ、同９年(1838年)に完成。
山や川、道路などのほか、郡別に色分けされた楕
円形の枠内には村名と石高が示され、当時の様子
を伺い知ることができます。（旧旭町の一部が備
前国、旧北房町の一部が備中国、旧建部町の一部
が美作国に含まれていたため、現在の美作圏域図
とは形が異なります）

美作国の天保国絵図

美作のことがとっても
よく分かる冊子なん
じゃ。やさしい言葉で
書かれていて丁寧な解
説もある。これを見て
ワシももう１度勉強し
てみようかの～。

　建国 1300 年記念事業では、美作国の歴史
冊子「みんなで学ぶ・ふるさと美作のあゆみ」
を制作しています。旧石器時代から現代まで
の美作の出来事をまとめた１冊。写真やコラ
ムなどをふんだんに使っており、楽しく学べ
る内容になっています。美作地域の小学校な
どで使われるほか、図書館でも見ることがで
きるようになります。

　今月は、美作国建国 1300 年記念事業の開
幕に合わせ、美作圏域 10 市町村の共同特集
（P1～5）としています。表紙には、この記
念事業のイベントに参加している人や実行委
員として関わっている人が登場。（各市町村
から１人）この記念事業の目的である、「美
作地域をつなぐ」をイメージして制作しまし
た。さあ、つながろう！

上段左から▶光岡宏文さん（津山市：津山青年会
議所理事長）、原まち子さん（勝央町：街道祭実
行委員・いろいろぐみ代表）、片田八重美さん（鏡
野町：製作者集団「猪八戒」代表）、重近房子さん（久
米南町：町文化協会副会長）、中段左から▶三谷
弦太朗くん（真庭市：ミュージカル「みまさか猿
神退治」子猿役）、白岩将伍さん（西粟倉村：村
役場観光担当）、下段左から▶日名川茂美さん（美
咲町：作州絣後継者認定）、安藤由貴子さん（美
作市：郷土絵本作家）、石藤延史さん（新庄村：
村役場観光担当）、柴田和真さん（奈義町：奈義
町歌舞音座お囃子隊メンバー）
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美和山古墳群が築かれる
大化の改新
大宝律令制定
備前国北部６郡を割いて美作国建国。上毛野朝臣堅身が
国守になる
美作国分寺の造営が始まる
梶原景時が美作守護になる
鎌倉幕府が開かれる
元弘の変に敗れた後醍醐天皇が隠岐に流される途中、美
作国を通過
室町幕府が開かれる
美作守護・赤松満祐が将軍・足利義教を謀殺（嘉吉の
乱）
応仁の乱が起きる
出雲国の尼子氏が美作国へ進攻
関ヶ原の戦いが起こる
森忠政が美作国（18万石余）を拝領
森忠政が津山城を築城（～1616）
生類憐みの令に関連し、津山藩は江戸郊外に犬小屋建設
を命ぜられる
津山藩主森家断絶する
松平長矩が津山藩主になる（10万石）
山中一揆が起こる。津山藩５万石になる
津山藩医・宇田川玄随が津山で腑分け(人体解剖)を行う
11代将軍家斉の子を養子に迎え、津山藩10万石になる
津山藩の領地替えにより小豆島の西半分を領有
黒船が来航し、箕作阮甫らが米国大統領の国書を翻訳
大政奉還が行われ、江戸幕府が倒れる
廃藩置県により津山県・鶴田県・古河県などが設置され
る（のちに北条県に統一）
北条県が岡山県に合併する
矢吹正則の「美作略史」が刊行される
津山城跡が鶴山公園となる
津山電気株式会社操業、津山に初めて電気が灯る
津山産業博覧会開催
津山町など６カ町村が合併し津山市となる（市政施行）
平沼騏一郎が第35代内閣総理大臣になる
太平洋戦争が終わる
中国自動車道の吹田IC～落合IC間が開通
諫早市・出雲市・津山市３市で友好交流都市縁組を締結
第１回津山国際総合音楽祭開催
町村合併により美作市、真庭市、美咲町が誕生。新たな
津山市、鏡野町が発足
美作国建国1300年を迎える
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